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Abstract
In order to clarify nurses' activities in directing patients, 60 questionnaires of our own preparation were sent to
235 nurses, and an analysis was attempted on the basis of nurses' experience in years. The number of items of
questionnaires responded as daily performance by over 70% of the nurses was 10 for those with their experience in 1
to 3 years, 18 for those in 4 to 10 years, and 21 for those over 11 years. Items of questionnaires for patients, common
in all groups based on years of experience, were sympathy and encouragement to the patients and their families
struggling with the medical treatments. It was concluded that, according to the experience in years, the nurses
perform their activities as a member of the medical team by teaching patients the knowledge and skills depending on
their individuality and identity. 
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Evaluation on nurses' activities in directing patient
性　　別 男性 3　（1.3） 
女性 232（98.7） 
平均年齢 35.6±7.94




職　　位 副看護師長 29（12.3） 
看護師 206（87.7） 








人 （％） 人 （％） 人 （％） 人 
1）指導に活かすために患者の病気体験を聞いている。 50 (21.3) 79 (33.6) 91 (38.7) 15
2）患者なりの病気の理解の仕方について聞いている。 71 (30.2) (43.0) 59 (25.1) 4
3）患者が病気について正しく理解しているかを確かめている。 83 (35.3) (43.8) 46 (19.6) 3
4）患者が治療の必要性をどう判断しているかを聞いている。 73 (31.1) (38.7) 67 (28.5) 4
5）患者の治療や療養の受け入れ状態を確認している。 87 (37.0) (41.7) 49 (20.9) 1
6）患者独自の療養上のやり方を聞いている。 36 (15.3) (40.4) 94 (40.0) 10
7）患者が療養上のやり方で工夫していることを評価している。 40 (17.0) (48.1) 64 (27.2) 18
8）患者の療養上の苦労を受け止めるようにしている。 92 (39.1) (43.8) 38 (16.2) 2
9）患者が説明を受けている検査結果について話し合っている。 36 (15.3) (31.9) 102 (43.4) 22
10）患者が医師の説明で理解していないことは何かを確認している。 70 (29.8) (41.3) 64 (27.2) 4
11）患者が内服薬について理解を深めるように話し合っている。 31 (13.2) (40.9) 97 (41.3) 11
12）患者が知りたいと希望する療養上の知識を提供している。 65 (27.7) (48.5) 56 (23.8) 0
13）患者と毎日の生活の仕方を無理なく送る方法を話し合っている。 32 (13.6) (46.4) 75 (31.9) 19
14）治療しながら社会的役割を果たす方法を患者と話し合っている。 15 (6.4) (31.5) 95 (40.4) 51
15）患者がよい状態を維持しようとしているか確かめている。 33 (14.0) (42.6) 87 (37.0) 15
16）患者が普段の生活に取り込んでいる養生法を確かめている 16 (6.8) (30.6) 123 (52.3) 24
17）患者が病気の悪化兆候をわかっているか確かめている。 35 (14.9) (39.6) 93 (39.6) 14
18）病気が悪化しそうな時に患者がとれる対処法を説明している。 62 (26.4) (42.6) 61 (26.0) 12
19）患者が治療のために生活時間を調整できるように助言している。 23 (9.8) (33.6) 95 (40.4) 38
20）患者がこれからの生活をだいたいよめているか聞いている。 13 (5.5) (31.5) 119 (50.6) 29
21）患者が生きていく上で大切にしていることを認めている。 38 (16.2) (28.9) 92 (39.1) 37
22）患者は医療者とよい関係であると思っているか確かめている。 21 (8.9) (29.4) 98 (41.7) 47
23）患者は医療者に言いたいことを言えているか確かめている。 30 (12.8) (40.0) 94 (40.0) 17
24）患者に療養上の逸脱行為があれば注意している。 50 (21.3) (44.3) 75 (31.9) 6
25）療養上の話し合いを患者同士ができるように仲介している。 12 (5.1) (14.0) 100 (42.6) 90
26）病状の回復について患者と家族に喜びを伝えている。 68 (28.9) (48.1) 47 (20.0) 7
27）患者が療養上の行為を継続できるように励ましている。 72 (30.6) (49.4) 44 (18.7) 3
28）患者の失敗に対して話をよく聞いている。 46 (19.6) (45.5) 75 (31.9) 7
29）患者が自分の療養の経過を話せるように助言している。 18 (7.7) (43.8) 89 (37.9) 25
30）患者ができていることをみつけて患者の努力を認めている。 64 (27.2) (48.1) 51 (21.7) 7
31）患者に生活様式を変えることに抵抗がないか聞いている。 27 (11.5) (26.4) 112 (47.7) 34
32）患者のプライバシーが守れる環境で指導している。 57 (24.3) (40.9) 74 (31.5) 8
33）患者と家族が集中できるように環境に配慮している。 27 (11.5) (40.0) 104 (44.3) 10
34）患者が質問しやすいように話し方を工夫している。 61 (26.0) (54.9) 40 (17.0) 5
35）家族が相談をしやすいように配慮している。 45 (19.1) (54.9) 55 (23.4) 6
36）患者の希望を聞きながら療養上の方法を指導している。 53 (22.6) (48.5) 61 (26.0) 7
37）教育プログラムに沿って患者指導を行っている。 38 (16.2) (37.0) 63 (26.8) 47
38）集団指導の後には個々の患者の反応を確認し説明している。 31 (13.2) (32.3) 65 (27.7) 63
39）「○○さんの場合」というように個別の指導内容を加えている。 60 (25.5) (37.0) 73 (31.1) 15
40）患者への指導に用いるパンフレット類を工夫している。 22 (9.4) (31.1) 93 (39.6) 47
41）指導をするときは患者の承諾を得て始めている。 79 (33.6) (31.9) 55 (23.4) 26
42）患者から質問があったときにはその場で答えるようにしている。 108 (40.8) (38.5) 53 (20.0) 2
43）患者と家族に家での生活を詳しく聞いて指導している。 49 (20.9) (45.5) 73 (31.1) 6
44）患者が感じている家族の負担を確かめている。 29 (12.3) (37.4) 93 (39.6) 25
45）処置などの機会に患者に症状や治療について話している。 46 (19.6) (48.1) 72 (30.6) 4
46）患者の療養上の認識や行動に関する情報を医師に提供している。 56 (41.5) (8.1) 64 (47.4) 4
47）患者や家族と話し合い療養上の目標を設定している。 20 (8.5) (37.4) 91 (38.7) 36
48）医療チームで話し合い患者の療養上の目標を設定している。 40 (17.0) (43.0) 71 (30.2) 23
49）医療チームで話し合った療養上の目標を患者に伝えている。 15 (6.4) (28.9) 97 (41.3) 55
50）医療チームで話し合った療養上の目標を家族に伝えている。 17 (7.2) (31.1) 91 (38.7) 54
51）患者に関わっている他の医療職者の情報を指導に生かしている。 31 (13.2) (38.7) 89 (37.9) 24
52）必要な時には家族に患者の指導に立ちあってもらっている。 55 (23.4) (45.1) 69 (29.4) 5
53）患者の行動に関心をもっている家族や友人がいるかを確かめている。 34 (14.5) (28.9) 101 (43.0) 32
54）患者の療養の受け入れ状態を家族に聞いている。 67 (28.5) (40.9) 65 (27.7) 7
55）家族に患者の療養上の注意について説明している。 71 (30.2) (49.8) 45 (19.1) 2
56）家族が患者の療養生活を支える上で心配事がないかを聞いている。 75 (31.9) (43.8) 49 (20.9) 8
57）患者の療養への協力の仕方を家族と話し合っている。 47 (20.0) (41.3) 76 (32.3) 15
58）患者と家族に地域医療の情報を提供している。 24 (10.2) (30.2) 96 (40.9) 44
































































ほとんどいつも しばしば ときどき 

































































Evaluation on nurses' activities in directing patient
人 （％） 
42）患者から質問があったときにはその場で答えるようにしている。 108 (40.8)
8）  患者の療養上の苦労を受け止めるようにしている。 92 (39.1)
5）  患者の治療や療養の受け入れ状態を確認している。 87 (37.0)
3）  患者が病気について正しく理解しているかを確かめている。 83 (35.3)
41）指導をするときは患者の承諾を得て始めている。 79 (33.6)
56）家族が患者の療養生活を支える上で心配事がないかを聞いている。 75 (31.9)
4）  患者が治療の必要性をどう判断しているかを聞いている。 73 (31.1)
27）患者が療養上の行為を継続できるよう励ましている。 72 (30.6)

























6）  患者独自の療養上のやり方を聞いている。 36 (15.3)


























































9）  患者が説明を受けている検査結果について話し合っている。 22 (9.4)
13）患者と毎日の生活の仕方を無理なく送る方法を話し合っている。 19 (8.1)
7）  患者が療養上のやり方で工夫していることを評価している。 18 (7.7)
23）患者は医療者に言いたいことを言えているか確かめている。 17 (7.2)





















2）  患者なりの病気の理解の仕方について聞いている。 4 (1.7)




3）  患者が病気について正しく理解しているかを確かめている。 3 (1.3)
27）患者が療養上の行為を継続できるように励ましている。 3 (1.3)

































































































































































質問番号 項　　　　　　　　　　目 日常化群 非日常化群 
4 患者が治療の必要性をどう判断しているかを聞いている 　61（60.4） 40（39.6） 
6 患者独自の療養上のやり方を聞いている 　47（46.5） 54（53.5） 
7 患者が療養上のやり方で工夫していることを評価している 　58（57.4） 43（42.6） 
10 患者が医師の説明で理解していないことは何かを確認している 　65（64.4） 36（35.6） 
11 患者が内服薬について理解を深めるように話し合っている 　47（46.5） 54（53.5） 
29 患者が自分の療養の経過を話せるように助言している 　44（43.6） 57（56.4） 
38 集団指導の後には個々の患者の反応を確認し説明している 　35（34.7） 66（65.3） 











































Evaluation on nurses' activities in directing patient
質問番号 項　　　　　　　　　　　目 人（％） 
ｎ=25表６-１　経験年数１年から３年までの看護師70％以上が答えた指導項目の日常化群 

























































































































＊は、経験年数 1年から 3年までの看護師と共通する指導項目である。 
質問番号 項　　　　　　　　　　目 日常化群 非日常化群 
7 患者が療養上のやり方で工夫していることを評価している 　  9（36.0） 16（64.0） 
14 治療しながら社会的役割を果たす方法を患者と話し合っている 　4（16.0） 21（84.0） 
43 患者と家族に家での生活を詳しく聞いて指導している 11（44.0） 14（56.0） 
47 患者や家族と話し合い療養上の目標を設定している  9（36.0） 16（64.0） 
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12）ナンシーＩ．ホイットマン、バーバラA．グレア
ム、キャロルJ．グレイト他．安酸史子監訳．ナ
ースのための患者教育と健康教育．東京：医学
書院；1996．
13）BarbaraMcVan．武山満智子訳．How toＴeach
Patients 患者教育のポイント アセスメントから
評価まで．東京：医学書院；1999．
14）Bandura，A．原野広太郎監訳．社会的学習理論．
東京：金子書房；1980．
15）近本洋介．健康学習者の自己効力感/健康教育者
の自己効力感．看護研究1998；31(1)：3―11
16）江本リナ．自己効力感の概念分析．日本看護科
学会誌2000；20(2)：39-45．
17）安酸史子．糖尿病患者教育と自己効力．看護研
究1997；30(6)：33．
看護師の患者指導の機能に関する研究
新潟青陵大学紀要 第５号　　2005年３月
372
